
年 月令和  ２  ９

加東市商工会館　改修工事



R02-046年 9 月 23 日PRINT OUTFILE NAME 令和 2 令和　　年　　月　　日

加東市商工会館　改修工事 A-01

図面リスト・付近見取図
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工事特記仕様書

番号 名　　称区分

共通図

図面リスト

1:2,500

付近見取図 S=1:2,500

Ａ－１０

図面リスト表、付近見取図 S=1:2,500
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建物配置図 S=1:200

S=1:100１階平面図

２階平面図

屋根伏図

S=1:100

S=1:100

S=1:100仕上表・南立面図

屋根廻り詳細図 S=1:30

S=1:5､1:10

屋根（カバー工法）参考図 S=1:10

防水納まり詳細図
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・

・測定する室等：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・トルエン　　　　　　　（濃度指針値   260μg/m3 ・ 0.07ppm）

工 事 特 記 仕 様 書

○

・工事進行する上で撤去・復旧・移設を要する軽微なものは、本工事の範囲とする。

仮設トイレ等

・本工事は原則土日祝日には行なわないこと。但し、監督員・施設担当者との協議次第では工事可能とする。15

14

・騒音の発生する工事は、監督員・工事監理者・施設担当者と協議のうえ日程調整を行うこと。

・
・その他図示及び現場指示事項など必要応じ対応すること。

・工事施工にあたり、付近住民･通行人･工作物に損害を与えないよう必要な保護設備を計画し係員及び各関係
人の承諾を得て施工する。万一損害を与えた場合は速やかに応急手当、復旧しこれに要した費用は請負者の
負担とする。

・

その他

・仮設敷鉄板　　（　　　　　　　　　　）
・仮設工事用道路（　　　　　　　　　　）
・

工事用出入口
・
・施設内トイレの使用が可能。（但し、工事完了後清掃等を行い引き渡すこと。）

・

・水洗式（配管工事共）又は簡易水洗式とする。
・仮設トイレ（大・小：兼用可）、仮設手洗を設置する。

・下記の仮設用施設を設けること。13

・指定する（図示）
・指定しない工事用通路12

・溶接などの消費電力の大きな機器を除く
・利用できる（・有償　・無償）
・利用できない
・利用できる（・有償　・無償）
・利用できない

構内既存の施設・

・構内既存の施設

工事用電力11

10 工事用水
（　備品　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（　請負者事務所と同棟　　　　・可　・否　　）

・設ける　（　規模　　　　　　　　　　　　　　㎡程度　）
・設けない（・請負者事務所に打合せ会議室を確保する　　）監督職員事務所９

・あり
・なし
－
・片面
・なし
塗装

（厚さ　　　　㎜）
吸音材
充填材

・片面フラッシュ程度
・合板張り程度
・防炎シート
・石膏ボード（・　　　　）
・合板（・　　　　　　　）
仕上材（厚さ　㎜）

・鋼製扉
・木製扉
・単管下地
・木下地
・軽量鉄骨
下地

・仮設扉
・Ｃ種
・Ｂ種
・Ａ種
種別

仮設間仕切等の種別

<2.3.2><表2.3.1>
・設ける(図示)
・設けない８ 仮設間仕切り

<2.3.1>

養生の方法（　　　　　　　　　　　　　）
保管場所　（　　　　　　　　　　　　　）

・既存ブラインド、カーテンの等養生及び保管　（・行う　・行わない）

・養生７ 養生
い安心感のある足場に関する基準」によること。
よるものとし、設置については「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」及び「働きやす
足場を設ける場合は、「手すり先行工法等に関するガイドライン（厚生労働省平成21年４月策定）」に・

（・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種　　・Ｅ種　）

種別（・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種）
（・設ける　・設けない）

種別（・脚立、足場板　　　　　　　　　　　　）

・材料、撤去材等の運搬
・防護シートによる養生
・外部足場
・内部足場

・足場その他 <2.2.1><表2.2.1><表2.2.2>足場その他６
・設置する（設置枚数　　　枚）
・設置しない工事表示板５

・固定家具等の移動　（・行う　・行わない）
・既存家具等の養生　（・行う　・行わない）
・既存部分の養生　　（・行う　・行わない）

・

<2.4.1>

・配置しない
・金網養生枠
・シート張り

揚重機械器具４

交通誘導員３

危険防止２

（・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（・　　　　　　　　　、Ｌ＝　　　ｍ、Ｈ＝　　　ｍ　）
（・　　　　　　　　　、Ｗ＝　　　ｍ、Ｈ＝　　　ｍ　）

・設ける

・門
・仮囲い

・設けない仮囲い１２
、

仮
 
設
 
工
 
事

保険期間　（・工事着手から工事目的物引き渡しまで　　　　・　　　　　　　　　　　　）
保険の種類（・火災保険　　　　　　・建設工事保険　　　　・　　　　　　　　　　　　）

指示・決定通り施工すること。適当でないと知りつつ施工してはならない。
・設計図書に指示ある事項であっても、施工者が適当でないと認めたものは、事前に訂正を申し出て、係員の

・工事に必要な申請は請負業者が行う事。
・周辺に配慮した仮設計画を作成し、係員の承諾を受ける事。

工事用車輌の出入口には必要に応じ警備員を配置し、通行人や車両への配慮を十分に行うこと。・

・近隣に対して着工前に適切なる処置をなし、工事の円滑を計るようにする。
・工事のため隣家、通行者、第三者等への損害、補償及び補修は請負者の負担とする。
・現場には必ず設計図･見積書･共通仕様書を各１部おいておくこと23 その他

工事目的物及び工事材料等について、次により保険に付す。・
・施 工 図 設備機器の位置、取合い等が検討できる施工図を提出して監督職員の承諾を受ける。

各工事の区分表による。・施工範囲

火災保険等22

・完成写真の撮影業者は監督職員の承諾する撮影業者とする。

・
（台紙寸法323×270程度）

・フリーアルバム
ポケット式程度

・工事用アルバムＡ４版
提出様式

部
部

・
・

部 数

・
・　　箇所    枚

完成写真程度
写真撮影要領の・

撮影箇所数

・六切り
・２Ｌ
・Ｌ
サイズ

・白黒
・カラー

分類

20
・作成する

完成写真 ・作成しない

で配布する。（・有償　・無償　）・ＣＡＤデータは19 ＣＡＤデータ

・オーバーヘッドドア
・軽量シャッター・重量シャッター
・金属板屋根葺

実施図面製本(２つ折製本)

<3.5.4><3.9.3><5.12.5>(13.2.3)(13.3.3)

次の事項を記載した報告書を提出する。（提出部数　　　部）

<1.8.1><1.8.2><1.8.3>

・機器性能試験成績書
・機器取扱い説明書
・主要な材料・機器一覧表
・建築物等の保守に関する説明書
・官公署届出書類
・保全に関する資料

部
部

提出部数
提出部数

提出部数
提出部数
提出部数
提出部数

枚
部
部
部
部

(表紙文字入)
(表紙文字入)
(表紙文字入)

（Ａ４版）
（Ａ３版）

・施工図
・施工計画書
（完成図面データはJWW形式又はDXF形式とする。）

・完成図面データ（ＣＤ）
・縮小版２つ折製本
・縮小版２つ折製本
・原図版２つ折製本

提出枚数（・原図：設計図書の原図訂正を可とする。）
（・意匠図　・構造図　・設備図　・外構図　・造成図）を提出。

・作成する
・作成しない18 完成時の提出書類

・ ・その他関係書類一式
工事記録報告書・
コンクリート調合表・
質疑応答書・

・下請業者承諾願
・コリンズ登録写

保証書・
・工事写真

使用材料機器等承諾
・週間工程表

工事完了届 ・引渡書
・工事日報
・施工図等

・各種材料試験成績表
・工事打合記録

・施工体制台帳
・月間工程表
・工種別施工計画書
・監理(主任)技術者届 現場代理人届・

・実施工程表
・総合施工計画書
・工事着手届
・

（提出書類）
・提出部数は各　　　部

めることがある。
・下記に定める図書等を監督職員に提出し承諾を受ける。監督職員は下記に定める他、必要な図書の提出を求17 工事関係図書

<1.6.2>技能士15

成果品調査方法調 査 範 囲調査項目
<1.5.3>施工調査14

・適用する
・適用しない

16 工事経過記録 ・工事経過報告書を、毎月１回監督職員に提出する。
（内容：日誌、天候、工事進捗状況、工事進捗状況写真、その他監督職員の指示する事項）

・図示
・現状平均地盤高

<1.5.2>設計ＧＬ13

「改修標準仕様書」及び「標準仕様書」に記載されていない特別な材料の工法は、当該製品の指定工法とする。

測定方法、測定物質及び測定か所等については、末尾に定める総揮発性有機化合物測定仕様書による。

試料採取時の状況（気温・湿度（室外・室内）、天候、風の状況、日射進入状況、測定年月日・時間、

試料採取及び測定は、厚生労働省の「室内空気中化学物質の採取方法と測定方法」の新築住宅の例に準拠す

ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない塗料使用

ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない材料使用

地表面粗度区分　・Ⅱ　　・Ⅲ　
多雪地域の指定　・有　　・無

建築基準法の指定

・ガラスブロック

・折板屋根葺
・アルミニウム笠木
・合成高分子系ルーフィングシート

適　用　工　事風圧力等の指定
12 建築基準法による

・特別な材料の工法11
・室内ＶＯＣ濃度の測定結果に関する書面の当該施設への提示については、施設管理者に依頼する。

測定対象物質が指針値を超える濃度で検出された場合は、引渡は受けない。
・総揮発性有機化合物の測定

窓の開閉状況、機械換気量、工事完成時から測定日までの日数）
・試料採取方法、測定方法、使用した測定機器

・
・測定結果

・測定結果等報告書の提出
・採取方法：吸引方式又は拡散方式とし、拡散方式では８時間採取する。

・アセトアルデヒド　　　（濃度指針値    48μg/m3 ・ 0.03ppm）
・スチレン　　　　　　　（濃度指針値   220μg/m3 ・ 0.05ppm）

・エチルベンゼン　　　　（濃度指針値 3,800μg/m3 ・ 0.88ppm）
・キシレン　　　　　　　（濃度指針値   870μg/m3 ・ 0.20ppm）
・パラジクロロベンゼン　（濃度指針値　 240μg/m3 ・ 0.04ppm）

・ホルムアルデヒド　　　（濃度指針値   100μg/m3 ・ 0.08ppm）
・測定対象物質

<1.6.9> (1.5.9)

るほか、拡散方式ではサンプラー製造所の定める仕様により行う。

・ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物の測定
学物質濃度の測定

室内の空気中の化10

ｄ．ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

ｂ．接着剤等不使用
ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

３）次の表示のあるＪＡＳ適合品
２）建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交通大臣認定品
１）ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆品

該当する建築材料
ホルムアルデヒド放散量　規制対象外　の場合

使用する材料のホルムアルデヒド仕様は以下のとおりとする。
・ホルムアルデヒド仕様

風速(ＶO) 　　　・３２　・３４　・　

本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能を有するものとし、その材料にJIS又はJASのマ

工事の施工中に事故が発生した場合は、直ちに監督職員に通報するとともに、別に指示する「事故報告書」
<1.3.10>・事故報告

律（グリーン購入法）」に留意し、揮発性有機化合物の放散による健康への影響に配慮する。
・本工事に使用する材料の選定及び施工に当たっては、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法

<1.4.1>・環境への配慮

等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。
特定のものが特記された場合は、設計図書に規定するもの又は、これらと同等のものとする。ただし、同
ークの表示のある場合を除いて監督職員の承諾を受ける。

<1.4.2>９
を指示する期日までに監督職員に提出する。

建築材料等 材料の品質等・
・

・現場に搬入した材料は、種別ごとに監督職員の検査を受ける。

８ 事故報告

<1.3.3>
・適用しない
・適用する電気保安技術者７

・金属類　　　　　・プラ類　　　　　　　　　　　・ガラス類
・コンクリート塊　・アスファルトコンクリート塊　・建設発生木材

・特別管理産業廃棄物（図示による）

・再生資源化を図るもの
・現場において再利用を図るもの（ ）

）・引き渡しを要するもの（
・竣工検査時までに「再生資源利用促進実施書」及び「再生資源利用実施書」を提出すること。
こと。

・工事着手前に「再生資源利用促進計画書」及び「再生資源利用計画書」を提出し、工事監督員の承諾を得る
を、工事の完了に関係なく、工事監督員に提出するものとする。
票の写しを工事監督員に提出し、最終処分等については、確認出来次第、速やかに確認資料(Ｅ票等)の写し
を使用しなければならない。また、運搬車両ごとに処分(中間処理)が済み次第、速やかにＡ票、Ｂ２票、Ｄ

・産業廃棄物が委託内容どおり処理されたことを確認するものとして、「産業廃棄物管理票(マニフェスト)」
約書の写しを工事監督員に提出しなければならない。
の写しより書面で委託契約を締結しなければならない。また、契約締結後は速やかに建設廃棄物処理委託契
により書面で委託契約を締結しなければならない。また、契約締結後は速やかに建設廃棄物処理委託契約書

・廃棄物の処理を委託する場合には、運搬と処分についてそれぞれの許可業者と「建設廃棄物処理委託契約書」
処理指針、その他関係法令によるほか、建設副産物適正処理推進要綱に従い適切に処理し監督職員に報告する。

・発生材の処理は、再生資源の利用の促進に関する法律、廃棄物の処理および清掃に関する法律、建設廃棄物
・

６ 発生材の処理等
５ 施工体制

工事実績情報 <1.1.4>
等）を調査・記録し、報告書を監督職員に提出すること。
工事着手前及び完成時に、以下に示す調査範囲の近隣家屋等の内外の状況（地盤・擁壁・内外壁・床・建具・

・適用する（請負精算額が500万円以上の場合）
・適用しない

(CORINS)の登録
４

３ 一般事項

・施工体系図を現場に掲示すること。
請負業者は、監督職員と随時打合せを行い、工程の確認・調整及び工事の円滑な進捗をはかること。・

・工事施工中に予期せぬ事態や疑義が生じた場合には、監督職員に報告の上、指示に従うこと。
営繕工事写真撮影要領 建築編（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　最新版）
建築構造設計基準（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　最新版）

・
・
建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　最新版）・２ 適用基準等

・本仕様書は、建築物等の模様替え及び修繕(以下「改修」という。)係る建築工事に適用する。適用範囲１
、

一
 
般
 
共
 
通
 
事
 
項

１

項　　目

・休 館 日：
・そ の 他：

・催事予定：
・工事期間：

・(５)
・(４)
・(３)
・(２)
・(１)

６．工事の概要

５．工事の期間

４．石綿等の取扱い

・
・

・・・
解体工事特記仕様書

外構工事特記仕様書 植栽工事特記仕様書
・機械設備工事特記仕様書・電気設備工事特記仕様書・構造特記仕様書

特記仕様書は、本特記仕様書のほか以下の○印のもので構成する。
３．特記仕様書の範囲

書」の当該項目、当該図又は当該表を示す。
３）特記事項に記載の＜　＞、（　）及び［　］内の表示番号は、それぞれ「改修標準仕様書」、「標準仕様書」及び「解体共通仕様

○
○
・印と※印のついた場合は、共に適用する。
・印のつかない場合は※印のついたものを適用する。
○２）特記事項は、・印のついたものを適用する。

１）項目は、番号に・印のついたものを適用する。

なお、施工条件明示書は特記仕様書に含める。
(最新版)」（以下「標準仕様書」という。）及び「建築物解体工事共通仕様書(最新版)」(以下「解体共通仕様書」という。)による。
（以下、「改修標準仕様書」という。）による。ただし，「改修標準仕様書」に記載されていない事項は、「公共建築工事標準仕様書

１．共通仕様

①質疑回答書　②現場説明書　③特記仕様書　④設計図　⑤標準仕様書
※設計図書優先順位

章 特　　　記　　　事　　　項

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築改修工事標準仕様書(最新版)」

２．特記仕様

石綿等の取扱いについては，石綿障害予防規則[平成17年2月24日厚生労働省令第21号]（以下、「石綿則」という。）を遵守すること。

・施工数量調査

・

・配置する（・工事期間中　・　　　　　　　）
・　　　　　　　　　　　　（　　　ｔ吊り）
・　　　　　　　　　　　　（　　　ｔ吊り）

設備工事との取合

・

下請契約を締結する場合は、施工体制台帳及び施工体系図を提出すること。

受注時、変更時及び完了時にあらかじめ監督職員の確認を受け、登録手続きを行い、工事カルテの受領書
を、監督職員に提出すること。

・完成図

－

工事特記仕様書

ラフテレーンクレーン 程度

キャスターゲート

２
２

※

※

※

○

○

○

※

※

※

○

○

○

○

○

○

※

※

※ ※

※

※

※ ※

※

※※

※

○

１○

位置及び延長は図示による。
1.80 1.81

○

ガードフェンス

○

※

※

※

※

○

○

○

○

○

○

○

○

１○ ○○○○

○

○

○

※

○

※

※

※

※

○

○

○

○

○

○

○

○

○

※

○

○

○

○

○

○

○

１

１

※

※

※

※

○○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

契約工期による

※

３

○

※

○

外壁改修工事

外壁調査 タイル面
外壁調査 塗 装 面

打診調査 報告書
報告書打診調査

○

○

○

○

○

16

３ （市町担当課, 工事監理者, 請負工事業者）

○ ○

屋上防水改修工事
屋根改修工事

A-02



R02-046年 9 月 23 日PRINT OUTFILE NAME 令和 2 令和　　年　　月　　日

加東市商工会館　改修工事S=1:200

配　置　図

里道（生活道路）

花　壇

ポーチ

道路境界線

隣
地

境
界

線

隣地境界線

隣地境界線

工事建物

隣
地

境
界

線

2
,
0
0
0

1
,
9
0
0

5
0
0

5
0
0

9
0
0

ﾌｪﾝｽﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ　H=1,800

枠組本足場　W=900

1,
80

0以
上

有
効

巾

道　路

生活用通路

凡例・注記

名　　称：加東市商工会館

構　　造：ＲＣ２階建、鉄骨造２階建

配　置　図 S=1:200

駐車場

道路境界線

道路境界線

道
路

境
界

線

既存側溝：ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋

枠組足場(手すり先行方式) W=900 を示す。

枠組足場南側には、朝顔を設置すること。（生活通路の安全対策）

仮囲い：ﾌｪﾝｽﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ W1810×H1800

資材置き場を示す。

※工事期間中は商工会館職員及び来訪者に細心の注意を払って工事を行うこと。

※駐車場部分は、生活通路として利用されており注意を払って工事を行うこと。

※仮設物設置前に現況写真を撮影し、工事完了後現状回復を行うこと。

※足場若しくは現場事務所の見やすい所に、工事看板、施工体系図の表示を行うこと。

※現場事務所・工事車両・資材置場の位置は、監督職員と協議の上決定すること。

A-03

隣地境界線

資材置場
来客駐車場　５台

工事期間中工事車両駐車スペース
工事期間中

道　路

ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ停留所

小学生集団登校の集まり場
（平日朝7時半～7時35分頃出発）

住　　所：兵庫県加東市社717-1



R02-046年 9 月 23 日PRINT OUTFILE NAME 令和 2 令和　　年　　月　　日

加東市商工会館　改修工事

その他

下地調整の上塩ビ製シート防水　t=1.5新設　　　平場：機械固定方法、立上り、側溝部：密着工法

S=1:100

S=1:100南立面図

工事対象外

工事対象外

既設防水層の上シート防水t=1.2

カラー鉄板　t=0.8笠木

脱気筒

丸環

屋根内樋

ドレン

既設水たまり部勾配調整（ポリマーセメントモルタルt=5mm程度）

既設カラー鉄板下地調整の上アクリルゴム系塗膜防水新設

脱気筒新設

フッ素ＧＬ鋼板瓦棒葺き新設（カバー工法）、働き幅370、裏張ポリスチレンフォームt=4.0

谷樋新設（W=250）

一部横引きドレン、呼び樋新設ドレン

屋根内樋

勾配屋根

丸環

脱気筒

笠木

既設鉄製丸環：下地調整の上ＳＯＰ塗装

既設脱気盤撤去

瓦棒葺き屋根撤去（カバー工法２層目部分）

既設瓦棒葺き、下地は残す

笠木

脱気筒

丸環

屋根内樋

ドレン

脱気盤

鉄製丸環（北・東・西側） 既設鉄製丸環西側のみ撤去

瓦棒葺き屋根（カバー工法）

谷樋W=180（谷コイルt=0.4） 谷樋撤去

横引きドレン 横引きドレン一部撤去、一部呼び樋撤去

アクリル系リシン吹付 既設塗膜除去（高圧水洗工法30～50MPa程度）

アクリル系リシン吹付 既設塗膜除去（高圧水洗工法30～50MPa程度）

アルミ製建具、スチール製建具

陸屋根 陸屋根 陸屋根

外壁

巾木部分

外壁

巾木部分

外壁

巾木部分

外壁

巾木部分

竪樋

建具

設備配管

竪樋

外壁

巾木部分

外壁

巾木部分

ＲＣ造

鉄骨造

ＲＣ造

鉄骨造

共通

現況 部位部位 撤去 部位 改修後

建具周囲シーリング撤去

ＶＰ管φ100

モルタルコテ押え

モルタルコテ押え 既設モルタル面洗浄

既設モルタル面洗浄

屋上 防水工事

陸屋根のシート防水工事において、基本的に既設室外機＋基礎は移設せず、

仮設架台、ジャッキアップ等で一時的に浮かして防水工事を行う。

大型で浮かして施工できないものは、基礎立上りにシート防水を巻き込み

基礎天端に塗膜防水を施工すること。

＜参考数量＞

外壁 ＲＣ造建物の外壁は、外壁調査を行い補修部分を確認すること。

仕上表

シート防水のみ撤去（平面部、立上り部押え金物共）

8
,
1
8
0

7
,
9
0
0

2,925 12,950 14,350

4
,
2
5
0

3
,
6
5
0

3
8
0

7
,
9
0
0

440

4
4
0

5
5
0

4
4
0

①

⑥ ⑦

② ③

⑧ ⑨

④

⑩

⑤

竪樋

設備配管

建具 建具

下屋屋根 カラー鉄板葺き 下屋屋根 既設カラー鉄板葺き下地調整の上ＳＯＰ塗装

下屋：鉄部SOP塗装

既設電柱

仕上表・南立面図

棟押え、ケラバ金物、面戸、水切り金物、内壁平板鉄板貼新設

建具周囲シーリング打ち、水切部シーリング打ち、ガラス面清掃

アクリルゴム系外壁化粧防水新設（シーラー共）　超高機能保護被覆工法（アクリルゴム樹脂量55％以上）

アクリルゴム系外壁化粧防水新設（シーラー共）　超高機能保護被覆工法（アクリルゴム樹脂量55％以上）

鉄骨造 ＲＣ造

勾配屋根勾配屋根

A-04

ＶＰ管φ100　ＳＯＰ塗装

既設配管清掃

ＲＣ造外壁面積の0.5％程度

ひび割れ（シール工法） 5.80 ｍ

ひび割れ（Ｕカット工法） 5.80 ｍ

共通 外壁部分の打ち継ぎ目地は、シーリング打替えを行うこと。

既設建具は、ガラスクリーニングを行うこと。

既設設備配管は、養生を行い施工すること。

外壁は、ケレン清掃後高圧水洗浄を行い、下地調整の上仕上げ材吹付とする。

今回工事において、外壁材等にアスベストの含有は無いものと想定していますが、

工事業者にて事前に調査を行うこと。



R02-046年 9 月 23 日PRINT OUTFILE NAME 令和 2 令和　　年　　月　　日

加東市商工会館　改修工事

250 175 1,600

4,025 1,525

2,600 3,600 3,600

30,500

物入

相談室新設　Ａ

洗面

資料室①
便所

14.5ｍ2

2.0ｍ2

16.4ｍ2

4.2ｍ2

95.6ｍ2

3,000 13,100 14,400

2203,000 10,350 13,930

3
,
6
0
0

3
,
6
0
0

1
4
,
4
0
0

3
,
6
0
0

3
,
6
0
0

100 100

3,100 2,800 6,600 3,350 8,880 220

3,000 3,000 3,750 3,750 3,600 3,600

5,500

ポーチ

花　壇

ＵＰ

記帳室

カ
ウ
ン
ター

ホール ホール客留 ポーチ

女子便所
事務室

男子便所

洗面

ＵＰ

休憩室

湯沸室

テナント和室
相談室新設　Ｂ応接室

押入
LPG

17.3ｍ2

18.1ｍ2

113.1ｍ2(全体)
5.1ｍ2

5.4ｍ2

2.4ｍ2

廊下

10.9ｍ2

10.9ｍ2

11.5ｍ2

38.1ｍ2

13.8ｍ2

27.1ｍ2

1.8ｍ2

S=1:100

１階平面図

S=1:100

2
,
1
7
5

2
,
9
0
0

7
2
5

7
0
0

3
,
6
0
0

5
,
7
6
0

8
,
3
3
5

4
,
3
1
0

1
1
,
5
0
0

3
,
6
0
0

1
,
8
5
0

2
9
0

4
,
1
1
0

3
,
6
0
0

2
2
0

資料室②倉庫

１階平面図

外壁改修範囲

A-05



R02-046年 9 月 23 日PRINT OUTFILE NAME 令和 2 令和　　年　　月　　日

加東市商工会館　改修工事

3,000

13,100 14,400

9,520 6,555 1,025 7,280

3,000

3,000 3,750 3,750 2,600 3,600 3,600 3,600 3,600

27,500

10,8802,150 1,8309,5203,000

ＤＮ

3
,
6
0
0

3
,
6
0
0

3
,
6
0
0

3
,
6
0
0

1
4
,
4
0
0

3
,
6
8
0

3
,
0
0
0

7
,
7
2
0

ＤＮ

ホール ２

3.8ｍ2

10.5ｍ2

10.1ｍ2

12.2ｍ2

5.8ｍ2

51.0ｍ2(全体)

4.7ｍ2 4.0ｍ2

6.7ｍ26.5ｍ2

81.0ｍ2

25.4ｍ2

2.2ｍ2

倉庫 ２

階段 １

ホール １

倉庫 １

倉 庫

洗面所 湯沸室

男子便所 女子便所

ホール

押入

研修室

女性部研修室

26.2ｍ2

青年部研修室

130.9ｍ2

多目的ホール

220

100 100 680 300

220

2
2
0

3
0
0

3
0
0

2
2
0

S=1:100

S=1:100

２階平面図

２階平面図

2
2
0

2
5
0

2
,
1
7
5

7
2
5

7
,
6
5
0

4
,
0
7
0

3
,
6
0
0

3
,
6
0
0

3
,
6
0
0

7
0
0

2
,
9
0
0

1
1
,
5
0
0

外壁改修範囲

A-06



R02-046年 9 月 23 日PRINT OUTFILE NAME 令和 2 令和　　年　　月　　日

Ｃ Ｃ

Ｄ Ｄ

Ｅ

Ｅ

Ｆ Ｆ

屋根伏図

S=1:100

1
1
,
5
0
0

2
,
9
0
0

1
4
,
4
0
0

Ｂ

Ｂ

Ａ Ａ
Ｇ Ｇ

Ｈ

Ｈ

室外機

室外機

室外機
室外機

室外機大型室外機

大型空調機

大型空調機

電気盤

電気盤

電気BOX電気BOX

5
0
0 9
6
0

1,450 1,150

7
4
0

500

850

7
0
0

外壁改修範囲

13,00
0

10,50
0

S=1:100屋根伏図

3,000 3,000 10,100 14,400

27,500

2,500 10,100 500 13,850

3
8
0

1
4
,
1
2
0

5
5
0

550250

1
4
,
4
0
0

3,000 3,000 10,100 14,400

500 14,100 550
1
1
,
6
0
0

7
,
3
0
0

4
,
3
0
0

5
8
0

7
,
3
0
0

7
,
3
5
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

鉄骨造 ＲＣ造

屋根-2 屋根-1

（
勾

配
屋

根
長

さ
　

7
,
4
2
0
）

（
勾

配
屋

根
長

さ
　

4
,
9
6
0
～

7
,
4
2
0
）

2,500

加東市商工会館　改修工事 A-07

既設鉄製丸環：下地調整の上ＳＯＰ塗装

既設脱気盤撤去後

脱気筒新設（4ヶ所）

（北側・東側）

横引きドレン撤去後改修ドレン新設

既設鉄製丸環：下地調整の上ＳＯＰ塗装

（北側・東側）

改修ドレン新設

シート防水のみ撤去後（平面部、立上り部押え金物共）

下地調整の上塩ビ製シート防水　t=1.5新設

設備基礎Ａ
設備基礎Ｂ

設備基礎Ｃ

笠木：既設カラー鉄板下地調整の上

アクリルゴム系塗膜防水新設

アクリルゴム系塗膜防水新設

笠木：既設カラー鉄板下地調整の上

鉄製丸環撤去（6ヶ所）

（西側のみ）

設備基礎改修

既設水たまり部勾配調整（ポリマーセメントモルタルt=5mm程度）

竪型ドレン撤去後

5,000×3,000

谷樋撤去後新設
軒先部分一部ｶｯﾀｰ切下地撤去

谷樋撤去後新設
軒先部分一部ｶｯﾀｰ切下地撤去

谷樋撤去後新設
軒先部分一部ｶｯﾀｰ切下地撤去

働き幅370、裏張ポリスチレンフォームt=4.0

フッ素ＧＬ鋼板瓦棒葺き新設（カバー工法）

屋根-1、屋根-2：瓦棒葺き屋根撤去（カバー工法２層目部分）

既設瓦棒葺き、下地は残す

斜部水上カバー新設

呼び樋撤去復旧

２階勾配屋根：既設のまま

立上りH=330

立上りH=350
ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ

立上りH=310
ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ

ｼｰﾄ防水
立上りH=280

ｼｰﾄ防水
立上りH=330

ｼｰﾄ防水
立上りH=330

アンテナ用鉄製支持材撤去

電気BOX脱着
既設室外機、工事期間中一時撤去復旧

架台鉄部ＳＯＰ塗装

※屋根改修について

図示のカバー工法で設計しておりますが、

防水上・施工上支障のないようにして下さい。



R02-046年 9 月 23 日PRINT OUTFILE NAME 令和 2 令和　　年　　月　　日

加東市商工会館　改修工事

シート防水新設

軒先伸縮唐草、軒先水切新設（屋根同材）

谷樋新設（W=250）谷コイルｔ0.4

谷樋撤去（谷コイルｔ0.4）

S=1:30

改修前

改修後

水切金物撤去

波板貼（小波）撤去

シート防水撤去

下地FB-30×3曲げ加工

笠木カラー鉄板t=0.8

500

500

5
0 3
0

5
0

5
0

50 330

380

シート防水撤去

5
0

50 330

380

防水押え金物新設

シート防水新設

防水押え金物撤去　Ｌ－50×20

仕様は別図による

外壁塗装替え

アルミ笠木既設のまま

アルミ笠木既設のまま

防水押え金物撤去

シート防水撤去

シート防水新設

350 250

350 250

防水押え金物新設

既設アルミ笠木

既設のまま
外壁石貼り

Ａ－Ａ　断面詳細図 Ｂ－Ｂ　断面詳細図 Ｃ－Ｃ　断面詳細図S=1:30 S=1:30 S=1:30 S=1:30

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

S=1:30 S=1:30 S=1:30 S=1:30

改修前

改修後

（既設瓦棒葺き、下地は残す）

Ｅ－Ｅ　断面詳細図 Ｆ－Ｆ　断面詳細図 Ｇ－Ｇ　断面詳細図 Ｈ－Ｈ　断面詳細図

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

水切金物新設

水切金物新設

フッ素ＧＬ鋼板瓦棒葺き（カバー工法）新設

働き幅370、裏張：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑt=4.0

5
0

防水押え金物新設

3
0

5
0

15040

シート防水撤去

下地FB-30×3曲げ加工

笠木カラー鉄板t=0.8

5
0 3
0

5
0

（既設瓦棒葺き、下地は残す）

瓦棒葺き屋根撤去（カバー工法２層目部分）

鉄板張撤去

5
0

シート防水新設

既設カラー鉄板

下地調整の上塗膜防水新設

3
0

5
0

フッ素ＧＬ鋼板瓦棒葺き（カバー工法）新設

働き幅370、裏張：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑt=4.0

－　コーキング打ちを示す

ケラバ包み新設W=150

8
0
0

2
0
0

200

2
5
0

8
0
0

2
0
0

200

2
5
0

仕様は別図による

南面外壁塗装替え

カラー鉄板押え金物撤去

瓦棒葺き屋根撤去（カバー工法２層目部分）

波板貼（小波）撤去

瓦棒葺き屋根撤去（カバー工法２層目部分）

（既設瓦棒葺き、下地は残す）

300

軒先部分カッター切の上一部撤去
（既設屋根材、下地材共）

水切り金物新設（カラー鉄板ｔ0.4曲げ加工）

フッ素ＧＬ鋼板瓦棒葺き（カバー工法）新設

働き幅370、裏張：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑt=4.0

軒先面戸新設（屋根同材）

2
0
0

200

2
5
0

2
0
0

200

2
5
0

カラー鉄板押え金物撤去

波板貼（小波）撤去

瓦棒葺き屋根撤去（カバー工法２層目部分）

（既設瓦棒葺き、下地は残す）

水切り金物新設（カラー鉄板ｔ0.4曲げ加工）

フッ素ＧＬ鋼板瓦棒葺き（カバー工法）新設

働き幅370、裏張：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑt=4.0

軒先面戸新設（屋根同材）

軒先伸縮唐草、軒先水切新設（屋根同材）

180 180

1
,
1
0
0

1
,
1
0
0

谷樋撤去（谷コイルｔ0.4）

谷樋新設（W=250）谷コイルｔ0.4

200

防水押え金物新設

瓦棒葺き屋根撤去（カバー工法２層目部分）

（既設瓦棒葺き、下地は残す）

ケラバ包み撤去
（下地は残す）

200

フッ素ＧＬ鋼板瓦棒葺き（カバー工法）新設

働き幅370、裏張：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑt=4.0

ケラバ包み新設

平板加工（屋根同材）

（既設瓦棒葺き、下地は残す）

瓦棒葺き屋根撤去（カバー工法２層目部分）

240

フッ素ＧＬ鋼板瓦棒葺き（カバー工法）新設

働き幅370、裏張：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑt=4.0

棟包み（カラー鉄板）撤去

平板加工（屋根同材）

棟包み新設

下地材

亜鉛メッキ鋼板t=1.0面戸廻りシーリング

棟面戸新設　屋根同材
180

Ｄ－Ｄ　断面詳細図

仕様は防水詳細図に依る 仕様は防水詳細図に依る 仕様は防水詳細図に依る 仕様は防水詳細図に依る

外壁：既設のまま

外壁面既設のまま

下地調整の上アクリルゴム系塗膜防水新設 既設カラー鉄板：下地調整の上

アクリルゴム系塗膜防水新設

（屋根同材）

（屋根同材）

（屋根同材）

鋼板貼ｔ＝0.5新設

鋼板貼新設ｔ＝0.5

300

平板鉄板貼ｔ＝0.5新設 平板鉄板貼ｔ＝0.5新設

250 250

（既設屋根材、下地材共）
軒先部分カッター切の上一部撤去

水切金物撤去

水切金物新設

屋根廻り詳細図
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R02-046年 9 月 23 日PRINT OUTFILE NAME 令和 2 令和　　年　　月　　日

ＩＨディスク

ＦＬ鋼板

ＦＬシール

立上り部：密着工法

平 場 部：機械式固定方法

ＡＹボンド580ＮＦ

リベットルーフＳＧＭ　t=1.5

フレキシブルホース 旧防水層

絶縁シート

ＡＹボンド５８０ＮＦ

ＡＹドレンヨコ型

ストレーナー
（アルミダイキャスト製）

ＦＬ鋼板

ＦＬシール

リベットルーフＳＧＭ　t=1.5

旧防水層

ストレーナー

ＡＹドレンタテ型

（アルミダイキャスト製）

ＦＬ鋼板加工品

ＦＬシール

絶縁シート

リベットルーフＳＧＭ　t=1.5

リベットルーフＳＧＭ　t=1.5

リベットルーフＳＧＭ　t=1.5

ＦＬ鋼板

ＦＬシール

ＦＬ鋼板

リベットルーフＳＧＭ　t=1.5

ＦＬ鋼板

ＦＬシール

ＦＬφ６樹脂アンカー

ＦＬφ６樹脂アンカー

ＦＬφ６樹脂アンカー

ＡＹボンド５８０ＮＦ

リベットルーフＳＧＭ　t=1.5

ＦＬ鋼板

ＦＬシール

既設敷きゴム：はみ出し部一部撤去

ＹＫ押え金物

ＡＹブチルテープ

ＡＹシールＭＳ－１

ＡＹボンド５８０ＮＦ

リベットルーフＳＧＭ　t=1.5リベットルーフＳＧＭ　t=1.5

ＡＹブチルテープ

ＦＬ鋼板

ＡＹシールＭＳ－１

リベットルーフ

ＡＹブチルテープ

ＦＬ鋼板

ＡＹシールＭＳ－１

AYブチルテープ

110㎜

リベットルーフＳＧＭ　t=1.5

FLシール

AYシールMS-1

FLシール

FL鋼板※

AYブチルテープ

リベットルーフ

AYシールMS-1

帯シート

FL鋼板

FLテープ

ＡＹブチルテープ

ＡＹシールＭＳ－１

ＹＫ押え金物

ウレタン塗膜防水新設

1
0
0
・

2
0
0

加東市商工会館　改修工事

ＦＬシール

ＡＹブチルテープ

ＡＹシールＭＳ－１

ＦＬ鋼板（特注120×90×10）

リベットルーフ

ＳＧＭ　t=1.5

既設スチール笠木：下地調整の上

アクリルゴム系塗膜防水新設 アクリルゴム系塗膜防水新設

既設スチール笠木：下地調整の上

S=1:10

　　　　　詳細図

S=1:5 S=1:5 S=1:5

S=1:5 S=1:5 S=1:5パラペット鼻先部詳細図

縦型ドレン改修図

シート防水詳細図（入隅・平場部） 側溝・段差部納まり図

S=1:10 横型ドレン改修図 S=1:10

設備基礎納まり詳細図（ジャッキアップ不可のもの）

防水納まり詳細図

S=1:5､1:10

笠木部分取り合い詳細図１

天端納まりイメージ図

立上りアンカー固定イメージ図

笠木部分取り合い詳細図２
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R02-046年 9 月 23 日PRINT OUTFILE NAME 令和 2 令和　　年　　月　　日

加東市商工会館　改修工事

750

@750

130

43

屋根（カバー工法）参考図

①軒先 ②ケラバ ③棟

④下り棟 ⑤谷 ⑥壁捨て谷

⑦壁立上り ⑧頂部

S=1:10

@750
@750

1
30

4
3

既存屋根

桟カバー： 屋根同材

上部吊子： アルミ 押出型材(アルマイト 処理)

下部吊子： アルミ 押出型材(アルマイト 処理)

上部吊子： アルミ 押出型材(アルマイト 処理)

下部吊子： アルミ 押出型材(アルマイト 処理)

下葺材

本
体

立
上

加
工

ｈ
75

以
上

@365～455 (割リ付ケニヨル)

(
1
5
0以

上
)

下部吊子： アルミ 押出型材(アルマイト 処理)

上部吊子： アルミ 押出型材(アルマイト 処理)

下地材： 亜鉛メッキ鋼板 t=1. 0

野地材： 木毛板 t=25(既存)

@365～455(割リ付ケニヨル)
下地材： 亜鉛メッキ鋼板 t=1. 0

@750
@750

(
15

0
以

上
)

シーリングHEX： ビス頭シーリング処理

ケラバ水切： 屋根同材加工

野地材： 木毛板 t=25(既存）

下葺材

スフィ ンクスルーフ3型：
フッ素ガルバリウム鋼板 t=0. 45

 (ポリエチレンフォーム t=4. 0 裏貼)

既存屋根

雨押エ： 屋根同材加工

桟カバー： 屋根同材

下部吊子： アルミ 押出型材(アルマイト 処理)

上部吊子： アルミ 押出型材(アルマイト 処理)

既存屋根

（ ポリエチレンフォーム t=4. 0 裏貼）
スフィ ンクスルーフ3型： フッ素ガルバリウム鋼板 t=0. 45

既存屋根

既存屋根

既存屋根

既存屋根

下部吊子： アルミ 押出型材(アルマイト 処理)

上部吊子： アルミ 押出型材(アルマイト 処理)

下地材： 亜鉛メッキ鋼板 t=1. 0

棟包ミ ： 屋根同材加工

棟面戸： 屋根同材(面戸周リシーリング)

桟カバー： 屋根同材

木毛板受： 亜鉛メッキ鋼板 t=1. 6(既存)

野地材： 木毛板 t=25(既存)

木毛板受： 亜鉛メッキ鋼板 t=1. 6(既存)

下葺材

野地材： 木毛板 t=25(既存)

桟カバー： 屋根同材

下リ棟面戸： 屋根同材加工(面戸周リシーリング)

下葺材

野地材： 木毛板 t=25(既存)

木毛板受： 亜鉛メッキ鋼板 t=1. 6(既存)

イナズマ谷： 屋根同材加工

谷用面戸： 屋根同材加工

谷用吊子： 屋根同材加工

桟カバ－： 屋根同材

下葺材

10

2. 5 2. 52. 5

1010

2. 52. 5

1010

野地材： 木毛板 t=25(既存)

下葺材

木毛板受： 亜鉛メッキ鋼板 t=1. 6

下葺材

野地材： 木毛板 t=25(既存)

既存屋根

スフィ ンクスルーフ3型： フッ素ガルバリウム鋼板 t=0. 45　

　 　 　 　 　 　 　 （ ポリエチレンフォーム t=4. 0 裏貼） 　

桟カバー： 屋根同材

下部吊子： アルミ 押出型材(アルマイト 処理)

上部吊子： アルミ 押出型材(アルマイト 処理)

下葺材

野地材： 木毛板 t=25(既存)

軒先面戸： 屋根同材

軒先水切： 屋根同材加工

(水抜キ穴 φ10 @1000)
軒先伸縮唐草： 屋根同材

棟包ミ ： 屋根同材加工

本体流レ止メ

（ ポリエチレンフォーム t=4. 0 裏貼）

フッ素ガルバリウム鋼板 t=0. 45　 　 　

スフィ ンクスルーフ3型： 　

（ ポリエチレンフォーム t=4. 0 裏貼） 　

フッ素ガルバリウム鋼板 t=0. 45　 　 　

スフィ ンクスルーフ3型： 　

吊子： アルミ 押出材(アルマイト 処理)

（ ポリエチレンフォーム t=4. 0 裏貼） 　
フッ素ガルバリウム鋼板 t=0. 45　 　 　
スフィ ンクスルーフ3型： 　

本体流レ止メ

下リ棟包ミ ： 屋根同材加工

スフィ ンクスルーフ3型： フッ素ガルバリウム鋼板 t=0. 45　 　 　
（ ポリエチレンフォーム t=4. 0 裏貼） 　

桟カバー： 屋根同材

棟面戸： 屋根同材(面戸周リシーリング)

下部吊子： アルミ 押出型材(アルマイト 処理)

上部吊子： アルミ 押出型材(アルマイト 処理)

本体流レ止メ

立チ上ゲ加工

下地材： 亜鉛メッキ鋼板 t=1. 0

雨押エ： 屋根同材加工

桟カバー： 屋根同材

スフィ ンクスルーフ3型： フッ素ガルバリウム鋼板 t=0. 45　
（ ポリエチレンフォーム t=4. 0 裏貼） 　

棟面戸： 屋根同材(面戸周リシーリング)

本体流レ止メ

立チ上ゲ加工

立チ上ゲ加工

立チ上ゲ加工

下地材： 亜鉛メッキ鋼板 t=1. 0
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